
自分たちが考えた自動車を形にしよう。⑬⑭→総合とリンク 

１ 単元構想 ５年社会「未来を作り出す工業生産〜５年１組自動車会社プロジェクト〜」全１４時間 本時１２時間目 
単

元

目

標 

わが国の工業生産について、次のことを調査したり地図や地球儀、資料などを活用したりして調べ、 工業生

産は国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考えるようにすること。 
 ・様々な工業製品が国民生活を支えていること ・わが国の各種の工業生産や工業地域の分布など  
・工業生産に従事している人々の工夫や努力、工業生産を支える貿易や運輸等の働き 

 
 
               ・会社なんてできるの？ ・面白そう。 ・やってみたい！ 

・会社の名前何にしようか？→みんなで考えようよ。 ・俺、思いついたよ。 
 ◆名前の検討→☆決定☆ 

・名前は決めたけど、どうやって自動車って作ってるの？ ・調べれば良いじゃん。 
           ・工場はどこに作れば良いかな？ ・どうやってお店まで届くの？ 
・これから人気が出る自動車ってどんな種類かな？ ・自動車のマーク考えたい。 ・工場とか見学したいね。 
               ・自動車のこと調べて、自分たちの自動車考えてみたい。→面白そう。良いね。 
                                
         
                                ・どういうところに作ったらいいのかな？→・土地が広い方がいいよ。 
                 ・高速道路が近い方が運べるよ。・海沿いなら船で輸出できるよ。 
 
 

◆自動車の作られ方 
          ・最初がプレスで部品を作ってるんじゃない。 ・塗装をしてから組み立てるんだよ。 
          ・多分、最後は点検するでしょ。 ・溶接ってプレスの後かな？ 
          ◆自動車を作る時の工夫 調べ学習 
          → ・もっと詳しく知りたい。 ・このこと聞いてみたい。 
            （工場見学はできないけれど、オンラインで工場見学できるよ。オンライン授業もやってるよ。） 
            ・やってみたい！  ・どんな自動車を考えたら良いかアドバイスもらえるかも。→聞いてみよ。 
          ◆関連工場について→知識として教える。 
                 
 
             ・海外には船で運ぶって輸出の勉強でやっていたよ。 
             ・国内も船かな？ ・逆に時間がかかるんじゃない。 
             ・工場からどんな順番でお店に届くのかな？→写真をもとに予想＆討論 
 
 
           ・そろそろ車のアイディア考えようよ。・その前にどんな車が人気か調べたい。 
           ・未来の車とかも調べると面白いかも。・オンライン授業の時に質問したいね。 

◆オンライン授業 
             →車の基本的な作り方と消費者のニーズに合わせた車についての話を聞く。 
             ◆これからの自動車作りについて調べ学習 

   ☆話し合いの結果→５年１組自動車は〇〇を大切にした車を作っていこう。  
・じゃあ、どのデザインにする？ ・だったら〇〇がいいんじゃないかな。 ・実際に形にしたいね。 ・日産の人にお願いしよう。  
・さすがに車は作れないかな。 ・でも、僕らの考えだけでも伝えたいね。・自分たちで工作みたいに作ることはできるんじゃない

 
 
・ペーパーカー作成 ・デザインを企業に依頼 ・自動車ゲーム作成 ・アニメーション作成 ・アイディアを日産の方にプレゼン 
 
 

環境に良い車 自動運転を取り入れた車 ユニバーサルデザインを考えた車 
〇ガソリンは排出ガスも問題になっているか

ら、電気自動車にするべきだと思う。 
△電気自動車は充電に時間がかかる。便利さ

があんまりないかも。 
△ガソリンの車より値段が高いよ。 

〇自動運転のように、AI 
に運転を任せれば、事故も減ると思う。 
△自動運転はまだまだ完璧じゃないから、す

ぐに導入しようとするのは危険じゃないか

な。 
△自分で運転したい人には必要ない。 

〇高齢者も増えているから、みんなが乗りや

すいシートとかがある方がいいと思う。 
△色々な機能をつけることで値段が高くなっ

てしまう。 
△もうすでにこういう車はあるから、新しさ

がない。 

・日産の方から未来の
車ついて情報提示して
もらう。 

日本一の自動車会社を立ち上げよう。①② 

どうやって自動車は作られているのか？④⑤⑥⑦ 

・自動車工場
の立地の特
徴について
知ることが
できる。
（知・技） 

・自動車会
社の社名
に関して
の情報を
提示す
る。 

５年１組自動車会社は、どんな自動車を作るべきか？⑨⑩⑪本時⑫ 

どういうところに工場を作ったらいいかな？③ 

自動車はどうやってお店まで届くのか？⑧ 

・製造の工
程、工場相
互の協力関
係、自動車
の生産に関
わる人々の
工夫や努力
を捉え、表
現する。
（思・表） 

・自動車会社を立ち
上げるために必要
な情報について、
問いを持って解決
しようとしてい
る。（主） 

・消費者のニ
ーズや社会
の変化を捉
え、製品が
開発されて
いることに
ついて考え
ることがで
きる。（思・
表） 

・自動車会
社の立地
の特徴を
つかめる
写真を提
示する。 

・自動車の
工程や作
る時の工
夫につい
て写真や
動画を提
示する。 

・話し合いの足場にな
る消費者のニーズや社
会の情勢に関しての資
料を提示する。 



２ 本時案 

 
７ 実践を終えて 
 
 「自動車会社を作る」という投げかけに、半信半疑だった子どもたちが、会社名を決めたり、工場建設地を考えた

りしていく中で、徐々に前のめりで考えていく姿が見られた。「どうやったら自動車は作れるのか？」この問いをきっ

かけに、子どもたちが自動車を解決するために１つずつ出てきた問いを解決していく形で授業を進めていった。その

際、架空の自動車会社で自動車を作るという夢物語をできるだけ現実とつなげるため、日産自動車の方と協力のも

と、オンライン授業を実施したり、デザイン案を送らせて頂き、アドバイスを頂いたりもした。このように本物に触

れる機会を作ろうとした点も、子どもたちが本気で解決しようと思う動機になったと考えている。 
 本時の問題は「サンマルゴ自動車はどんな車を作るべきか。」であった。子どもたちは自分たちが理想とする車をイ

メージして、それらがなぜ作るべきなのか根拠を持って意見を発表していた。そのような姿から解決したい問題には

なっていたと考えている。ただ、さらに深めていく上で、「売れるためにはどうしたら良いか？」といった現実的な話

題にまで迫っていく問いでも良かったという意見が協議では出された。確かに、子どもたちは理想論の中で、環境に

良い車や自動運転を取り入れた車などを掲げていたが、価格や買う人のニーズの部分までは気づいていない子も多か

った。そのようなことを考えると、もっと『売り手の意識』を高める問いや手立てがあっても良かったと思ってい

る。具体的には、模擬販売などを経験した上で、本時の話題をもう一度話しあうことや意見を書く際に『売り手』と

しての視点を入れて書かせるなどがあると考えている。 
 ひびき合いとしては、学習問題に対して自分たちで積極的に話しあう姿は見られた。また、「買う人のニーズ」につ

いて最初は意識していなかった児童の中には、最後の学習感想にそのことが記述されていたりもした。この点から、

ひびき合いの成果はあったと考えている。ただ、友だちの意見を踏まえて、考えが変化したり強化されたりしなかっ

た児童も何名かいた。その点から、まだ話し合いの深まりとして浅い部分があったと考えている。児童がより深くひ

びき合うために、学習問題と関連して「売り手」の視点から問い返しの発問をするなどすれば、もう少しひびき合い

の見られる授業になったと考えている。 
 


